
 
 

2010 年 2 月 

報道関係各位 

 

取材のご案内 

東京都市大学環境情報学部と横浜市都筑区との 

連携協力協定締結について 

 

日時：2010 年 2 月 24 日（水）13：00～13：15 

場所：都筑区総合庁舎 6階大会議室 

 

学校法人五島育英会 東京都市大学 

横浜市都筑区 

 

拝啓 貴社益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御

礼申し上げます。 
この度、東京都市大学（東京都世田谷区 学長：中村 英夫、旧：武蔵工業大学、2009 年

4 月より改称）環境情報学部（学部長：増井忠幸）と横浜市都筑区（区長：吉田 哲夫）で

は、相互の更なる発展を目指すことを目的とした協定を締結することとなりました。 

当日は学部長及び区長のほか関係者出席の下、調印式を行います。その後、皆様へのご説

明ならびにご質問にお答えする場を設けさせて頂きます。 

この協定は、大学の研究成果などを都筑区に還元するとともに、都筑区の課題に関する

調査の実施を通じて更なる促進を図り、地域の活性化に資することを目的とするものです。

なお、都筑区が同協定を大学機関と結ぶのは、初の試みとなります。また、この協定の締

結を契機として、都筑区の街の記憶と歴史を残し、次世代へ引き継ぐため「デジタルアー

カイブ事業」を展開します。 

なお、締結式終了後に開催する「第 7 回地域連携調査研究発表会」では、学生が区民、

行政職員などに向けて、地域課題に関する論文を発表します。今回の発表は、行政にとっ

て広く業務の参考となるもので、学生にとっては研究成果が行政実務の視点からどのよう

に評価されるのかを理解するものです。 

つきましては、皆様ご多用のことと存じますが、本調印式典にご出席賜りたく、ご案内申

し上げます。 

なお、誠に勝手ながら会場の準備の都合上、2 月 23 日（火）までに出欠のご都合を、返

信用 FAX 用紙にてご連絡いただきたく、宜しくお願い申し上げます。 

敬具 

「都市」で学ぶ。「人」を育てる。「未来」を築く。 



東京都市大学環境情報学部と横浜市都筑区との 

連携協力協定締結に関する概要 

 

■日  時：2010 年 2 月 24 日(水) 13：00～13：15 

（協定締結式終了後、「地域連携調査研究発表会」開催 17 時まで） 

 

■場  所：横浜市都筑区総合庁舎 6階 大会議室（横浜市都筑区茅ヶ崎中央 32-1） 

      アクセス／横浜市営地下鉄「センター南」駅下車徒歩 5分 

 

■出 席 者：横浜市都筑区       区 長 吉田 哲夫 

      東京都市大学環境情報学部 学部長 増井 忠幸 ほか 

 

■協定内容： 

 

 

■デジタルアーカイブ事業：双方で以下の事業を連携しながら進めます。 

○都筑区記録写真収集提供事業【都筑区役所】 

  都筑区役所保有の写真のうち、歴史的資料として保存すべきものをデータベース化し

ます。区内の街並み等の記録写真を将来にわたり蓄積するとともに、その一部をホー

ムページで公開・提供します。 

○「街の記憶」プロジェクト【東京都市大学環境情報学部】 

  都筑区で生活する新旧住民や通勤通学、来訪者など、さまざまな視点で見た「つづき」

のイメージや思い出を写真などとともにウェブで共有し、街作りに寄与するためのプ

ロジェクトです。 



＜参考＞ 都筑区と東京都市大学環境情報学部の連携協力の実績例 

○中川駅周辺の安全･安心まちづくり支援【平成 19 年度－ 区政推進課・土木事務所・

都市整備局】 

  地元まちづくり組織（ぐるっと緑道・遊歩道研究会）とともに、カラーベルト舗装後

の中川駅周辺の歩行者の通行動態調査や駅周辺のにぎわい検討など、学生・教員等の

人的資源や知識を活用して支援。 

 

○「ヨコハマはＧ30」の広報【平成 15 年度－ 地域振興課・資源循環局】 

 ＩＳＯ学生委員会が、「Ｇ30 サポーター」としてＧ30 の広報や子ども向け環境教室の

開催に協力。 

 

○中川駅周辺福祉のまちづくり重点推進地区協議会【平成 19 年度－ 福祉保健課・区政

推進課】 

  教員・職員が協議会委員として参加し、大学が「中川まちづくりアイデア交流会」を

開催。 

 

○つづきジュニア編集局【平成 21 年度－ 地域振興課】★上記「地域連携調査研究発表

会」で発表 

  子どもたちが、子どもの目線と力を活かして横浜と都筑の魅力を取材して記事を発信

するもの。運営に学生が参加し、区役所は学生の卒業論文のためのアンケートに協力。 
 

■地域連携調査研究発表会 

地域課題に関する研究論文を、学生が関係市民、行政職員などに向けて発表します。 
＜発表予定研究テーマ例＞ 

・実践型メディアリテラシー教育の効果：つづきジュニア編集局を事例に 

・都市内残存緑地としての社寺林の生物多様性保全のための自然性評価 

・住宅における給湯の太陽熱利用簡易予熱の効果に関する研究 等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします～ 
 

東京都市大学 環境情報学部 総務課 
TEL: 045-910-0104 FAX：045-910-2600 

 
横浜市都筑区区政推進課 
TEL: 045-948-2220 


